
カテゴリー 全国平均との比較

２　学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する調査結果の概要

３　調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

　　②　家庭生活習慣等に関する取組
○宿題のスタンダード化
　・自学自習ノートを提出させ、点検を行う。　・週末課題や毎日のミニドリルプリントなど、教科の特性に合った宿題を継続してい
く。
○全国学力・学習状況調査の課題と取組を、ＨＰや学校だより、ＰＴＡ理事会等で保護者に説明し、家庭と連携して協力体制を整え
る。

数学Ｂ 下回っている
・すべての領域において、記述式の正答率が全国平均を下回っており、無解答率
が高かった。しかし、与えられた情報を読み取る問題は全国平均を上回った。
・計算はできるが、数学的に表現したり説明したりすることに課題がある。

　　　　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

○授業でアクティブラーニングの視点に立った話し合い活動を活発に行い、自分の意見をきちんと書いて表現する場面を意識して取り
入れる。
○見通しを持たせる工夫や視覚的な情報提示の工夫など、ユニバーサルデザインをとりいれた授業を教師集団が複数回お互いに参観す
ることで、
各教科の普段の授業改善に取り組む。
○質の高い「めあて」「まとめ」｢振り返り」を意識した授業を精励し、生徒の思考力、判断力、表現力の向上を意識した授業改善に
取り組む。

国語Ｂ 下回っている
・昨年度より、正答率が上がっている。記述式の問題形式の平均正答率はほぼ全
国平均程度である。また、無回答率がすべての設問で全国平均を下回っている。
・書く能力は全国平均を上回っているが、読む能力に課題がある。

数学Ａ 同程度である
・数と式の領域の技能についての問題の正答率が、全国平均を上回っているが、
言葉の意味や定義を問う問題の正答率は全国平均よりも下回っている。
・ほとんどの設問で無回答率が全国平均を下回っている。

　平成２９年度　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

１．教科に関する調査結果の概要

学力調査の分析（傾向や特徴）

国語Ａ 下回っている
・国語への関心・意欲・態度は全国平均を上回っており、目的に応じて資料を効
果的に活用する問題についても全国平均を上回っている。
・漢字を書く問題の平均正答率が低く、無解答率が全国平均よりも高い。

  文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２９年４月１８日（火）に、３年生を対象と
して、「教科（国語，数学）に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。 
 この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。 
 学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。 
 なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎませ
ん。本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。  

・起床時間がほぼ決まっており、朝食を毎日食べているが、就寝時
間は一定していない生徒が多い。 
・「学校の規則を守っている」「いじめはどんな理由があってもい
けないことだと思う」とほぼ全生徒が回答しており、規範意識が非
常に高い。 
・読書が好きな生徒が８０％を超えており、図書室の利用の頻度の
高さや八児タイムでの朝読書の成果が表れている。 
・学校の宿題をしている生徒は９６％を超えており、各教科で継続
的に出されている課題の成果が表れている。その反面、自分で予
習、復習をしている生徒は半数程度であり、自発的な学習が身につ
いていない。 
・「自分にはよいところがある」と６０％の生徒が回答し、全国平
均を下回った。自尊感情の高揚が大きな課題であ
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